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当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
TOPIX(東証株価指数)との連動性を重視しつつ、
長期的にTOPIXを上回る収益の確保を目的とし
て、運用を行います。 

主要投資対 象 

朝 日 ラ イ フ 
クオンツ 日本株 
オ ー プ ン 

朝日ライフ クオンツ 日本株
マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

朝 日 ラ イ フ 
クオンツ 日本株 
マザーファンド 

東京証券取引所上場株式を主
要投資対象とします。 

組 入 制 限 

朝 日 ラ イ フ 
クオンツ 日本株 
オ ー プ ン 

株式への実質投資割合には、
制限を設けません。外貨建資
産への投資は行いません。 

朝 日 ラ イ フ 
クオンツ 日本株 
マザーファンド 

株式への投資割合には、制限
を設けません。外貨建資産へ
の投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時(6月22日。休業日の場合は翌営業日)
に、利子、配当収入および売買益などのうちか
ら、基準価額水準等を勘案して、分配を行う方針
です。ただし、分配対象額が少額の場合は、分配
を行わないこともあります。 

 

 
運用報告書(全体版) 

朝日ライフ  

クオンツ 日本株オープン 

第23期 

(決算日 2022年６月22日) 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、ご投資いただいております「朝日ライ

フ クオンツ 日本株オープン」は、2022年６月

22日に第23期の決算を行いました。ここに、期

中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも、一層のお引立てを賜りますようお

願い申し上げます。 
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○本報告書の表記について 

・原則として、数量、額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未満の数値については小数で表記する

場合があります。－印は、組入れ、異動などの該当がないことを示します。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 TOPIX(東証株価指数) 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

[ベンチマーク] 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

19期(2018年６月22日) 10,002 460 9.2 1,744.83 8.3 92.3 7.3 2,612 

20期(2019年６月24日) 9,085 0 △ 9.2 1,547.74 △11.3 87.9 11.9 2,472 

21期(2020年６月22日) 9,490 0 4.5 1,579.09 2.0 87.6 12.2 2,576 

22期(2021年６月22日) 10,000 1,900 25.4 1,959.53 24.1 95.5 3.6 2,678 

23期(2022年６月22日) 9,533 0 △ 4.7 1,852.65 △ 5.5 94.3 5.6 2,982 
 

（注） 基準価額および分配金は1万口当たりの値です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率で記載しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 T O P I X ( 東 証 株 価 指 数 ) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 [ベンチマーク] 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年６月22日 10,000 － 1,959.53 － 95.5 3.6 

６月末 9,972 △0.3 1,943.57 △0.8 95.0 4.4 

７月末 9,751 △2.5 1,901.08 △3.0 95.0 4.4 

８月末 10,131 1.3 1,960.70 0.1 95.2 4.3 

９月末 10,454 4.5 2,030.16 3.6 94.8 4.4 

10月末 10,272 2.7 2,001.18 2.1 95.0 4.4 

11月末 9,820 △1.8 1,928.35 △1.6 95.1 4.3 

12月末 10,116 1.2 1,992.33 1.7 95.0 4.4 

2022年１月末 9,712 △2.9 1,895.93 △3.2 95.3 4.4 

２月末 9,704 △3.0 1,886.93 △3.7 95.2 4.4 

３月末 10,065 0.7 1,946.40 △0.7 93.8 5.6 

４月末 9,869 △1.3 1,899.62 △3.1 93.9 5.6 

５月末 9,946 △0.5 1,912.67 △2.4 94.3 5.5 

(期  末)       

2022年６月22日 9,533 △4.7 1,852.65 △5.5 94.3 5.6 
 

（注） 基準価額は1万口当たりの値です。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比で計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率で記載しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
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◎運用経過(2021年6月23日～2022年6月22日) 

○当期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しています。 

（注） ベンチマークは「TOPIX(東証株価指数)」です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な上昇要因としては、国内外での新型コロナウイルスのワクチン接種の加速、パウエル

FRB(米連邦準備理事会)議長の発言を受けたテーパリング(資産買入の縮小)に関する過度な懸

念の後退、国内次期政権の経済政策に対する期待、円安ドル高の進行、内外企業の好調な決算、

新型コロナウイルス治療薬への期待、日銀による金融緩和維持の方針などが挙げられます。 

主な下落要因としては、FOMC(米連邦公開市場委員会)における2021年内テーパリング開始の

示唆、中国恒大集団の債務問題や米債務上限問題に対する警戒感、感染力の強い新型コロナウ

イルス変異株の出現と感染拡大、ウクライナを巡る地政学リスク、インフレ高進や原油価格の

上昇、金融引き締め加速への警戒感などが挙げられます。 
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○投資環境 

当期の国内株式市場は、TOPIX(東証株価指数)が1,959.53ポイント(2021年6月22日)から始ま

り、感染力の強いデルタ株の感染者数の増加や、FOMCにおいて年内のテーパリング開始が示唆

されたことなどが嫌気され8月中旬まで軟調に推移しました。 

8月下旬以降は、国内外でのワクチン接種加速や、パウエルFRB議長の講演を受けたテーパリ

ングに関する過度な懸念の後退から上昇に転じ、さらに9月に入ると菅首相の自民党総裁選の

不出馬による次期政権の経済政策への期待から急伸し、9月14日にTOPIXは期中最高値となる

2,118.87ポイントをつけました。 

その後は、中国不動産大手・中国恒大集団の債務問題や米債務上限問題への警戒感から下落

しましたが、10月中旬以降は、円安ドル高の進行や内外企業の好決算などを背景に反発し、11

月中旬まで堅調に推移しました。 

11月下旬以降は、強い感染力が疑われる変異株(オミクロン株)の出現により経済活動の正常

化が遅れるとの懸念から下落しましたが、12月に入ると、オミクロン株を巡る経口治療薬の製

造販売承認の申請などが好感され反発しました。 

2022年の年明け以降は、オミクロン株の国内感染者数増加やウクライナを巡る地政学リスク

が意識されたことなどを受けて下落しました。その後2月に入り、国内企業の好決算などを背

景に一時的に反発しましたが、好調な米経済指標を受けたインフレ高進や原油価格の上昇など

から再度下落に転じ、3月9日にTOPIXは期中最安値となる1758.89ポイントをつけました。 

その後は、原油価格の上昇の一服や、米長期金利上昇による円安ドル高の進行などを受けて

急反発しましたが、4月に入ると、FRBによる金融引き締め加速への警戒感を背景とした米国株

の下落などを受けて軟調に推移しました。 

5月中旬以降は、5月のFOMC議事要旨で米国経済の堅調さが示されたことや日銀の黒田総裁が

粘り強く金融緩和を続ける方針を示したことなどから上昇しましたが、期末にかけては世界的

な金融引き締め加速への警戒感から反落し、期末である6月22日にTOPIXは1,852.65ポイントで

終了しました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

主要投資対象である朝日ライフ クオン

ツ 日本株マザーファンド(以下「マザー

ファンド」といいます｡)受益証券に投資す

ることにより、実質的な運用をマザーファ

ンドで行っています。また、資金流出入へ

の対応と株式の実質組入比率を高める観

点から、TOPIX先物取引を活用し、先物を含

む実質株式組入比率については高水準を

維持しました。 

マザーファンドはTOPIXとの連動性を重

視しつつ、長期的にTOPIXを上回る収益を確

保することを運用の目的としています。銘

柄の選定に当たりましては、当社が独自に

開発したクオンツモデル(コンピュータを

用いて統計的手法により銘柄を選定する仕組み)を活用し、業種分散などに配慮しながら定期

的に銘柄入れ替えを行うと共に、フルインベストメントを基本として運用を行いました。また、

投資判断の基準として期を通じて、“バリュエーション指標”を中心に“収益の成長性や収益

率の変化”や“予想収益の修正動向”、“財務安定性”を加味した銘柄選択を行いました。 

 

  

 
（注） ベンチマークは、期首の基準価額をもとに指数化したものです。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは「TOPIX(東証株価指数)」をベン
チマークとします。 
コメント・グラフは、基準価額とベンチマー

クの騰落率の対比です。 
 

   

ベンチマークが5.5％下落したのに対し、基
準価額は4.7％の下落となり、ベンチマーク
を0.8％上回る結果となりました。“バリュ
エーション指標”や“クオリティ指標”、
“予想収益の修正動向”等を重視した銘柄
選択が奏功したことや、業種では上昇率が大
きかった「海運業」や「鉱業」の保有を高め
ていたことがプラスの乖離要因となりまし
た。一方で、上昇率が大きかった「卸売業」
の保有を低めとしていたこと、ファンドから
控除される信託報酬等のコストがマイナス
の乖離要因となりました。 
個別銘柄では、世界的な原油価格の上昇を受
けて業績拡大が期待されたＩＮＰＥＸ、半導
体製造装置向けの部品販売が伸びたことや
原材料価格高騰に伴う値上げにより2022年3
月期本決算で過去最高益を更新した日本特
殊陶業、2022年3月期の連結営業利益につい
て、想定を上回る主力薬の販売や円安の進行
を背景に従来の減益予想から一転し増益見
込みとなることを発表した武田薬品工業の
保有を高めていたことなどがプラスに寄与
しましたが、2022年3月期第3四半期の決算で
大幅増益となる一方、通期業績予想が据え置
かれたことが嫌気され株価が下落したリク
ルートホールディングス、主力の抗アレル
ギー点眼剤について、薬価の引き下げにより
国内事業の減収が見込まれた参天製薬の保
有を高めていたこと、資源高による恩恵を受
けて2022年3月期本決算で過去最高益を達成
した三菱商事の保有を低めとしていたこと
などがマイナスに寄与しました。 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み(税込み)です。 
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○分配金 

当期の分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準などを勘案して、見送

らせていただきました。 

なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益につきましては、運用の基本方針に基づ

いて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第23期 

2021年６月23日～ 
2022年６月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,722  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益および当期の収益以外は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計した額が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

TOPIXとの連動性を重視しつつ、長期的にTOPIXを上回る収益の確保を目指します。引き続き、

フルインベストメントを基本として、実質的な運用はマザーファンドで行います。マザーファ

ンドにおける銘柄の選定に当たりましては、当社が独自に開発したクオンツモデルを活用し、

業種分散などに配慮しながら運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年６月23日～2022年６月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 132  1.320  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 60)  (0.605)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 60)  (0.605)     交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
   情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.110)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際に支払う手数料です。 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.001)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.002)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用です。 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)     信託事務の処理等に関するその他の費用 

 合 計 133   1.329    

期中の平均基準価額は、9,984円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含みます｡)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するも

のを含みます。 

（注） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含みます｡)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第3位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く｡)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(1口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は1.34％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年６月23日～2022年６月22日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 700 683 － － 

 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
朝日ライフ クオンツ 日本株マザーファンド 178,090 410,000 － － 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年６月23日～2022年６月22日) 

 

項 目 
当 期 

朝日ライフ クオンツ 日本株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 18,335,264千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,956,307千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 6.20   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月23日～2022年６月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月22日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 55 － 
 
   

先物取引の種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

朝日ライフ クオンツ 日本株マザーファンド 1,140,846 1,318,936 2,933,447 
 

（注） 親投資信託の当期末の受益権総口数は、1,318,936千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年６月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

朝日ライフ クオンツ 日本株マザーファンド 2,933,447 97.6 

コール・ローン等、その他 71,983 2.4 

投資信託財産総額 3,005,430 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,005,430,339   

 コール・ローン等 66,370,218   

 朝日ライフ クオンツ 日本株マザーファンド(評価額) 2,933,447,121   

 差入委託証拠金 5,613,000   

(B) 負債 23,359,033   

 未払金 3,003,000   

 未払解約金 19   

 未払信託報酬 20,271,017   

 未払利息 198   

 その他未払費用 84,799   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,982,071,306   

 元本 3,128,013,743   

 次期繰越損益金 △  145,942,437   

(D) 受益権総口数 3,128,013,743口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,533円 

 
（注） 期首元本額は2,678,240,468円、期中追加設定元本額は

467,446,504円、期中一部解約元本額は17,673,229円です。 

（注） 投資信託財産計算規則第55条の6第10号に規定する額は以下の

とおりです。 

元本の欠損(当期末)145,942,437円 
 

○損益の状況 (2021年６月23日～2022年６月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     71,500   

 支払利息 △     71,500   

(B) 有価証券売買損益 △104,296,777   

 売買益 56,087   

 売買損 △104,352,864   

(C) 先物取引等取引損益 △    362,179   

 取引益 10,346,674   

 取引損 △ 10,708,853   

(D) 信託報酬等 △ 41,450,769   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △146,181,225   

(F) 前期繰越損益金 99,431   

(G) 追加信託差損益金 139,357   

 (配当等相当額) (  808,603,581)  

 (売買損益相当額) (△808,464,224)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △145,942,437   

(I) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △145,942,437   

 追加信託差損益金 139,357   

 (配当等相当額) (  809,484,128)  

 (売買損益相当額) (△809,344,771)  

 分配準備積立金 42,162,330   

 繰越損益金 △188,244,124   
 

（注） (B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の

評価換えによるものを含みます。 

（注） (D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 分配金の計算過程 

計算期間末における費用控除後の配当等収益(42,062,899円)、費

用控除後の有価証券等損益額(－円)、信託約款に規定する収益調

整金(809,484,128円)および分配準備積立金(99,431円)より分配

対象収益は851,646,458円(10,000口当たり2,722円)ですが、当期

は分配を行いませんでした。 
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